
一般社団法人コンクリートメンテナンス協会

江良 和徳

https://www.j-cma.jp/

令和６年度「新技術・新工法説明会（福岡）」

亜硝酸リチウム併用型表面含浸工法

『プロコンガードシステムS』

CG-190024-A



2

工法概要
亜硝酸リチウムとシラン・シロキサン系含浸材を組み合わせた、
付加価値を持った表面含浸工法

期待される効果
基本性能：『シラン・シロキサン系含浸材による劣化因子の遮断』
付加価値：『亜硝酸イオンによる鉄筋腐食抑制』

『リチウムイオンによるASR膨張抑制』

新技術の概要

新規性
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何について何をする技術なのか？

塩害や中性化で劣化している構造物の補修を目的とした表面含浸工法

・外部からの劣化因子の浸入を遮断する
・鉄筋腐食反応を抑制する

塩害・中性化による構造物の劣化進行を
より効率的に抑制する

ASRで劣化している構造物の補修を目的とした表面含浸工法

・外部からの劣化因子の浸入を遮断する
・アルカリシリカゲルの膨張を抑制する

ASRによる構造物の劣化進行を
より効率的に抑制する
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Lithium Nitrite ； LiNO2

・亜硝酸イオン、リチウムイオンを含有する水溶液

・原材料は「天然ガス」と「リシア輝石」

・濃度は40％（限界濃度）

（１）亜硝酸イオンによる鉄筋腐食抑制効果
（２）リチウムイオンによるASR膨張抑制効果

亜硝酸リチウムによる劣化補修メカニズム
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亜硝酸イオン（NO2
-）による不動態被膜再生メカニズム

鉄筋周囲に亜硝酸イオン
（NO2

-）が供給されると･･･

亜硝酸イオン（ NO2
- ）

が不動態皮膜を再生する

不動態皮膜が破壊され，
鉄筋が腐食している状態

・亜硝酸イオンの存在により、鉄筋の腐食を抑制することができる

・あとは、鉄筋位置に亜硝酸イオンを供給する手段を考えればよい！

⇒ 亜硝酸リチウムを用いた各種補修工法

（１）亜硝酸イオンによる鉄筋腐食抑制効果
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リチウムイオン（Li＋）によるアルカリシリカゲルの非膨張化

・リチウムイオンの存在により、アルカリシリカゲルが非膨張化する

・あとは、ゲルにリチウムイオンを供給する手段を考えればよい！

⇒ 亜硝酸リチウムを用いた各種補修工法

（２）リチウムイオンによるASR膨張抑制効果
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深さ 
2.0kg/m3未満 2.0～3.0kg/m3 3.0～4.0kg/m3 4.0～5.0kg/m3 5.0kg/m3以上 

20mm未満 0.30kg/m2 0.30kg/m2 0.30kg/m2 0.40kg/m2 要検討 

20～30mm 0.30kg/m2 0.40kg/m2 0.50kg/m2 0.60kg/m2 要検討 

30～40mm 0.30kg/m2 0.50kg/m2 0.60kg/m2 0.80kg/m2 要検討 

40～50mm 0.40kg/m2 0.60kg/m2 0.80kg/m2 1.0kg/m2 要検討 

50mm以上 要検討 要検討 要検討 要検討 要検討 

 

・亜硝酸リチウム標準塗布量 0.3kg/m2

・塩害の場合には、[NO2
－]/[Cl－]モル比＝1.0

で必要量を算定できる。

・塗布した亜硝酸リチウムが鉄筋位置まで浸透
した状態を仮定して塗布量を決める。

・下表にて簡易に設定することもできる。

『目標含浸深さ』と『塩化物イオン量』をパラメータとした設計塗布量の目安

塩化物
イオン量

亜硝酸リチウムの設計塗布量
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従来技術との比較

従来の表面含浸工法

種類 ・シラン系含浸材
・けい酸ナトリウム系含浸材（反応型けい酸塩系）
・けい酸リチウム系含浸材（固化型けい酸塩系）

目的 ・劣化因子の遮断

プロコンガードシステムS

種類 ・亜硝酸リチウム＋シラン・シロキサン系含浸材

目的 ・劣化因子の遮断
・亜硝酸イオンによる鉄筋腐食抑制
・リチウムイオンによるASR膨張抑制
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活用の効果（コスト試算例）

新技術 プロコンガードシステムＳ 100 ㎡当たり

費　目　　・　　名　　称 形　状　・　寸　法 数量 単位 単価 金額

労務費

土木一般世話役 2.0 人 29,000 58,000

特殊作業員 6.0 人 25,600 153,600

普通作業員 2.0 人 21,900 43,800

材料費

亜硝酸リチウム系表面含浸材 プロコン40相当品 33.0 kg 6,900 227,700

シラン・シロキサン系表面含浸材 プロコンガードS相当品 19.8 kg 9,700 192,060

諸雑費

労務費計×5％ 5 ％ 255,400 12,770

合計 　 　 　 100m2あたり 687,930

1m2あたり 6,879
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活用の効果（コスト試算例）

従来技術 シラン系表面含浸工法 100 ㎡当たり

費　目　　・　　名　　称 形　状　・　寸　法 数量 単位 単価 金額

労務費

土木一般世話役 1.0 人 29,000 29,000

特殊作業員 5.0 人 25,600 128,000

普通作業員 2.0 人 21,900 43,800

材料費

シラン・シロキサン系表面含浸材 22.0 kg 8,100 178,200

諸雑費

労務費計×5％ 5 ％ 200,800 10,040

合計 　 　 　 100m2あたり 389,040

1m2あたり 3,890
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けい酸塩系含浸材 ｼﾗﾝ系含浸材 ﾌﾟﾛｺﾝｶﾞｰﾄﾞｼｽﾃﾑS

概念図

特長 組織の緻密化、改質 撥水効果、吸水防止
鉄筋腐食抑制
撥水効果、吸水防止

長所
劣化因子を遮断
微細なひび割れは閉塞

劣化因子を遮断
実績が豊富

劣化因子を遮断
不動態皮膜の再生あり

短所 不動態皮膜の再生なし 不動態皮膜の再生なし 2工程となる

適用範囲 基本的に『潜伏期』 基本的に『潜伏期』 『進展期』,『加速期前期』

経済性 4,000～5,000円/m2 3,000～4,000円/m2 6,800円/m2

活用の効果（従来技術との比較検討例）
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公共工事のどこに適用できるのか?

下記に示すコンクリート構造物の維持管理・補修工事
に適用できる。

・橋梁のRC上部工、PC上部工
・橋梁の橋脚、橋台
・壁高欄や地覆
・擁壁・桟橋、トンネル、ダム
・RC建築物、PC建築物
・その他コンクリート構造物全般
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適用条件・適用範囲

①自然条件
・施工時の外気温が0℃～40℃の範囲内
・降雨、降雪での施工は不可
②現場条件
・足場が設置できること
・施工面に滞水のないこと
③技術提供可能地域
・技術提供地域については制限なし
④関係法令等
・特になし

※適用できない範囲
・水中での施工は不可。
・既に鉄筋腐食が著しく進行しており、鉄筋の断面減少または
広範囲のコンクリート浮き、はく離が生じている構造物に対
しては適用不可。
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プロコンガードシステムSの施工手順
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活用実績

発注者 件数

国土交通省 16

県・市町村 352

民間その他 14

計 382



参考：亜硝酸リチウム設計･施工指針（案）第2版
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編集委員会の構成

総ページ数：196頁
定価：¥3,800円
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NETIS：CG-190024-A

亜硝酸リチウム併用型表面含浸工法『プロコンガードシステムS』



ご清聴ありがとうございました
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https://www.j-cma.jp/

【問合せ窓口】
担当者：徳納 新也
Mail：info@j-cma.jp
TEL：082-541-0133

mailto:info@j-cma.jp
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